
中国春季リーグ戦男子 1部 Second stage結果報告 

 

広島大学体育会バレーボール部同窓生の皆様 

（同窓会連絡フォームへ登録いただいた皆様及び同窓会やコートの仲間等でご連絡いただ

いた皆様へお送りしています。） 

 

いつも大変お世話になっております。 

広島大学体育会バレーボール部です。 

 

4/27、28 にやまぐちリフレッシュパークにおいて、男女 1 部 Second stage が開催されまし

た。 

広島大学男子の結果は、以下のとおりです。 

 

vs 広島工業大学 

〇3-1（25-13、26-28、29-27、29-27） 

vs 広島経済大学 

●2-3（15-25、22-25、25-14、25-20、9-15） 

vs 福山平成大学 

●0-3（23-25、15-25、22-25） 

 

（広大バレー部 X（Twitter）） 

https://twitter.com/hirodaiVOLLEY 

 

まずもって、チームの緩んだ空気を締められないことが、何よりも弱い部分だと感じました。

1) 緩んだままで良いと思っている人、2) 緩んでいることを感じない人、3) 緩んだことに

気付いているけれど何もしない人、4) 何とか変えたいと思って頑張ったけど変えられなか

った人、に分けられるとすると、3 の人は気付いてはいるものの、やっていることは 1 と 2

の人と同じです。気付いて声に出す、指摘することをしないので、当然ながら声をかけられ

たり指摘を受けることもありません。上手くなる、強くなるためには、コツを掴む、成長に

気付く機会が重要で、それを教えてくれるのは毎日一緒にいる仲間のはずですが、叱咤をせ

ずに動画を見て激励してばかりでは、毎日はすぐそばにあるチャンスをただただ失ってい

るだけです。土曜日の平成 vs 経大戦、広大 vs 工大戦を見て、日曜日の経大戦の 15-25 は簡

単に想像できましたが、工大戦が良い試合だったと変換されていることの危うさに気付き、

そして行動に移さない限り、敗北しても満足する今のチームから脱却することはできませ

ん。 

 



ただ、全く良いところなし、では終わらないのが広大らしさと言うか、広大の良いところだ

と改めて感じました。特に、サイドアタッカー3 人、保坂（4 年・広島・修道高校）、山下（3

年・広島・安古市高校）、土屋（3 年・広島・安古市高校）は、昨年はレギュラーではなかっ

たことが信じられないほど逞しくなり、彼らがチームを引っ張っているのはもう間違いあ

りません。3 人ともにブロックがまだまだで、それぞれにウィークポイントもありますが、

それを上回る気迫、気持ち、想いが溢れ出ており、弱さを隠さないことが逆に強みになって

いるほどです。足りない部分が明確、と言う点ではチームでも上から 3 番目までを占める

と思いますが、隠さないからこそたくさんの人たちから指摘を受け、結果的に最も成長し、

多くの人たちから応援される存在になっています。平成戦は相手がブレイクできないチー

ム状態だったことを差し引いても、この 3 人で最後まで攻め続けられたことを自信にして

欲しいと思います。 

 

経大戦は 4 セット目だったでしょうか、センターが攻撃の着地で少しバランスを崩し、次

の相手レフトの攻撃にはブロックが間に合わないと分かるやいなや、レフトプレーヤーの

山下が猛ダッシュでセンターブロッカーとしてワンタッチを取り、切り返しで山下がその

ままライトから攻撃を決めると言う、漫画の主人公のような場面がありました。自分がセン

ターブロッカーとして跳びに行くと言う判断は、センターの着地を見ておそらく 1 秒もか

かっていなかったと思いますが、即断してそのとおり実行できてしまう山下のポテンシャ

ルの高さに大変驚きました。山下はコートの中でも外でも一番大きな声を出し、前のめりが

過ぎるほどアグレッシブなプレーヤーですが、気持ちが先行してフィジカルが後から付い

てくると言うか、もちろんトレーニングの成果ではありますが、絶対に勝ってやるという強

い気持ちが、鍛えたもの以上の力を発揮させているように感じます。味方としては頼もしく

て仕方ありませんが、相手からすると相当厄介だと思いますので、相手を気持ちで上回り、

プレーを小さくさせるところまで期待していきたいと思います。 

 

なお、女子 1 部では、今期から 70 期生（30 生）の熊谷先生が至誠館大学の指揮を執られ、

優勝候補の環太平洋大学をフルセットで破るなど、春季リーグ戦を大いに盛り上げてくだ

さっています。また、広島文化学園大学がここまで 1 勝 6 敗（暫定 5 位、広大女子は 1 部

5 位と入替戦で対戦）と苦戦し、女子のチャレンジリーグでは周南公立大学が推薦メンバー

で圧勝するなど、時代が大きく変わろうとしています。この波に飲み込まれることなく、波

に乗って上昇するためには、男子も女子も成長を続けるほかありません。ゴールデンウイー

クの練習試合を通してさらに階段を上がれるように、たくさんの𠮟咤激励を重ねていきま

しょう。 

 

男女 1 部 Final stage は、5/11、12 に広島経済大学石田記念体育館で行われます。 

引き続きよろしくお願いいたします。 


